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論 文 内 容 の 要 旨 







特徴を積極的に活用した OFDM 適応変調方式について述べた。次に、OFDM 適応変調方式による干渉対策を前提に、
アクセス方式として１セル繰返し TDMA（Time Division Multiple Access）システムを導入した１セル繰返し
OFDM/TDMA システムについてその特徴と所要技術を明確にすることで、本研究の意義を明確にした。 





















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 






の特徴を積極的に活用した OFDM 適応変調方式について述べている。次に、OFDM 適応変調方式による干渉対策を
前提に、アクセス方式として１セル繰返し TDMA（Time Division Multiple Access）システムを導入した１セル繰返
し OFDM/TDMA システムについてその特徴と所要技術を明確にすることで、本研究の意義を明確にしている。 






DPC-OF/TDMA（Dynamic Parameter Controlled OF/TDMA）システム、及び OFDM 方式を前提に周波数帯域を
広げることなく複数の送受信アンテナを用いた空間並列伝送を実現する MIMO（Multiple-Input Multiple-Output）
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 以上のように、本論文は OFDM 適応変調方式を用いた広帯域無線通信システムにおける伝搬路状態推定技術に関
して、各種の技術提案を行い、その結果を具体的に明らかにしている。これらの成果は、広帯域無線通信システムの
構築に関して多くの知見を与えており、通信工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める。 
